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岡谷、下諏訪街歩き感想 

１．今井 晴彦 

 

 岡谷市、下諏訪町、諏訪市と諏訪湖岸の 3 都市

を渡る街歩きで、うまく鉄道利用ができるか色々

検討しましたが、予定どおり移動でき、珍しい街歩

きが実現できました。天候が危惧されていて、案の

定途中から雪が降り出し、寒かったことは寒かっ

たが、これが普段にない風情を生み出したことが

想定外で、参加された方々の反応も悪くはなかっ

たのでなりよりでした。 

  

岡谷についてはあまり詳しくはないのですが、神

渡の林さんのおかげで乗り切れ、また神渡の資料

館まで案内いただけたのはありがたかったです。 

 

 下諏訪の町はほんとうに路地だらけ、しかも中

山道と甲州街道の宿場町、諏訪大社の参道のまち、

温泉町という３つの要素が入交り、その魅力がコ

ンパクトにまとまっているので、街歩きには大変

向いたところです。再訪していただければ幸いで

す。 

今回は特に、三橋さんのおかげで、岩波家第 18

代当主のご案内で、本陣に入ることができ、なかで

も雪が舞う日本庭園は幻想的な雰囲気で、めった

に体験できないことでした。 

  

東京のような大都会での街歩きとは少し異なる、

地方都市の街歩きもいいものだと改めて思った次

第です。また何かこういう企画がでてくることを

期待しています。  
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岡谷下諏訪を歩く 

２．伊藤 雅彦 

 

岡谷へは新宿からバス１本の幹線経路なのにでかけた記憶が明確にありません。精工舎

から大学に戻った友人を鼓舞に来たような記憶ありますが諏訪観光していないのか。師走

にも関わらず街歩きに多くの方が参加したのも少し驚きましたが、短時間に岡谷・諏訪の

地政学的な位置づけも知ることができ刺激的な街歩きでした。 

人形町でお世話になった林美貴さん、そして事務局のみなさんありがとうございまし

た。 

下諏訪につくと雪がちらつく天候でした

が、むしろ下社秋宮では荘厳な演出になり実

に風情ありました。参加した多くの方が「ま

た別途来てみたい」と発言あった下諏訪地区

を中心に地域の魅力づくりや地方都市でも路

地のもつ底力を感じました。まちづくりに携

わってきた専門家の方々のするどい嗅覚はさ

すがです。 

縄文時代からの歴史や奇祭御柱祭りなどまだまだ咀嚼できないことが多くぜひ再訪した

い場所のひとつになりました。そしてもうひとつ、街道沿いは面白い！と素直に実感でき

ました。いかなくてはならないところばかり増えてしまいますね。 
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「岡谷の酒『神渡』と下諏訪の路地ツアー レポート 

３．三橋重昭 

 

岡谷駅 12 時集合で、13 時 42 分岡谷発から下諏訪へ。岡谷は短い時間であったが林

美貴さんの名ガイドで内容は極めて充実。 

十五社神社、照光寺、豊島屋資料館、豊島屋工場内見学と展示販売場、絹のふるさと岡

谷絹工房、そして童画館通り商店街を抜けて岡谷駅へ。 

狭い範囲の中で明治から昭和初期、日本の産業近代化を牽引した岡谷のエネルギーをシ

ルク、石油販売、醸造、生活文化、信仰等で感じることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私の専門分野では岡谷の流通近代化の象徴は、ＪＲ岡谷駅前の再開発事業で 1984 年に

核店舗として誘致したイトーヨーカドーが 2001 年に撤退、その後は部分活用をしてきた

が、近く解体されるという。もう一つ東側の再開発ビルには、1997 年おかや東急百貨店

が出店したが 2002 年に撤退。2003 年に市主導でイルフプラザとして再出発。（公共施

設が多く入居）この両大型店をつなぐ童画館通り商店街を足早に通り岡谷駅に着いた。 

岡谷のまち歩きで、1970 年代から始まった駅前再開発とセットになった流通近代化事 

業はどう評価されているのかも気になった。 
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下諏訪も内容は濃い。駅前から北に延びる御田町通りを中心に移住した若い人たちの新

規出店の多さで話題になったことがある。駅前の路地、古い旅館を活用したゲストハウス

マスヤの前を通り、諏訪大社下社秋宮方面のなだらかな坂には魅力ある路地空間が広が

る。今井世話人からいただいた資料の中で、まちなみ環境整備事業のもとでまちづくりの

ルール＋まちづくり協議会活動、下諏訪歴史風致維持向上計画、その成果としての「歴史

のこみち」を歩くのは楽しい。本陣岩波家、私は 28 代当主岩波太佐衛門尚宏さんとは多

少交流があったものだから普通は前からの予約が必要だが、当日連絡して無理を聞いても

らった。中山道随一の名園と言われた薄く新雪を冠った日本庭園は素晴らしかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下諏訪滞在も 2 時間と少しで上諏訪に列車移動。懇親会は駅前のいずみ屋。 

私は昭和 40 年代、上諏訪駅前地区の再開発計画に関連して商業経営等実態調査を行った

ことがある。昔の調査報告書をみると再開発地区内にあったいづみ屋の経営調査もしてい

た。 

 上諏訪駅前は当時の市街地再開発事業の商業施設等が再び再開発されていて一新されて

おり時の流れを感じた。懇親会後は松本まで行き松本泊。 

翌日松本城天守閣にあっがたり、商店街や街なかイオンモールを散策、ついでに前日、

長野から参加された石川利江さんの情報で、松本市民芸術館総監督串田和美さんが主宰す

る地域づくりと劇場をテーマとするシンポジウムに飛び入り的に参加し帰宅した。 
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下諏訪の路地ツアー 「せわしなかった」の一言に尽きます。 

４．吉永哲司 

 

空き地・空き家が多い中、昔栄えた面影が多数残っている「まち」であった。それらを

大急ぎで見て回ったが、「日帰り」は如何せん「キツカッタ」。（できれば一泊して）温泉に

も入り、飲み屋を２～３軒ハシゴしたら良いので

はないかと思った。 

 

また、山地に出来上がった「まち」なので、ほ

とんどの路地は狭く、起伏がきつく、かつ、入り

込んでおり、恥ずかしながら、どこをどう歩いた

のか分らず仕舞であった。「まち散策ガイド」の

ような案内書があると観光客に親切でもあり（も

う一度行きたいと思っているので）、客数も増え

そうな気がする。 

  

最後の探訪場所・本陣岩波家に着く頃には雪が降り始め、薄っすらと雪が載った庭園の

低木に、さらに雪が積もってゆく幻想的な光景に恵まれるという貴重な時間を過ごした。

とくに座敷の２面のガラス戸を仕舞い、雪降る自然に溶け込むような感じにもさせられ

た。 
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岡谷の酒「神渡」と下諏訪の路地ツアー 

５．荒木克成 

 

令和 4 年 4 月 9 日、青春 18 きっぷを利用して、野辺山、小淵沢を行きつつ戻りつ

つ、温泉を求めて下諏訪に辿り着いた。前年の 12 月に、同様の交通手段にて上諏訪片倉

館でひと風呂浴びた心地よさが後を引いていたからである。だが下諏訪駅員の紹介で立寄

った菅野温泉に浸かり、試飲があるという御湖鶴以外には御柱祭当日にあっても。日帰り

旅の限界で帰宅を急いだのだった。「下諏訪には絶品の路地がある」などとは、つゆ知らず

であった。 

 

下諏訪の絶品の路地をこの目で確かめるべく、今回も、青春 18 きっぷの各駅停車をも

って、小学生の修学旅行のごとく早朝からの旅支度に勤しんだ。 

 

好評だった人形町案内人、林美貴さんがご実家「豊島屋」のある岡谷案内人となった。

神社仏閣の厳かさ、整然且つ上品で、古きものの良さを示す岡谷の町並みは、どんよりと

した冬空に抗してとても清々しく映った。当然、神渡新酒を購入し、自らの土産とした。 

 

下諏訪では、絶品の路地伝いがつづく、地元の若者がリノベーションしたという小川沿

いに建つ赤レンガ造りのゲストハウスは、千葉小江戸佐原に月 2 ペースで足しげく通う際

に出会った女性から、若者にとっては下諏訪のメッカだと知らされたし、御湖鶴に寄った

後に、再び、新たな小川沿いを歩く際に見かけた飛やじは一度、のれんを潜りたい衝動を

覚えた。 

 

何度か路地と路地をうねりながらも、甲州道中・中山道合流の地へ当たる道すがら、江

戸の旅人の生態等を取りまとめた宿場街道資料館は、SDGｓの流れに乗って評価されるサ

ーキュラーエコノミー（循環型経済）を実現していた江戸庶民の暮らし向きが関心を高め

る昨今、HＰも無いとのことなので再訪を心ひそかに決めた。 

 

新鶴本店で買求めた塩羊羹と牛蒡煎餅は土産物品に評価の厳しい妻からも合格点を頂戴

した。雪降り始めた諏訪大社秋宮あたりから黄昏時も重なり、神秘さが増していく。極め

付きは下諏訪宿本陣岩波家での雪降り注ぐ庭園の景観には圧倒されたことだ。ここに来

て、この景観に出会えたことで下諏訪に見参した意味があったとさえ自己総括してしまっ

たのだ。それほどの凄さだったと思う。「いい路地がある町は、いい町だ」に留まらず、い

い町を構成する諸々もまた、いい路地を生み出すのだと観念した。 

 

『「下諏訪には絶品の路地がある！」と、今井氏。今回は、人形町を案内してくれた林美

貴さんのご実家「豊島屋」（神渡の醸造蔵：外観のみ）と岡谷のまち、そして、下諏訪の路

地を愛でて、上諏訪に沈みます。』との告知通りの 1 日となった。案内人各氏へ感謝で

す。（了）  
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岡谷、下諏訪の路地歩きの感想文 

６．森田 則子 

 

2022 年 12 月 17 日(土)岡谷と下諏訪の路地歩きに入会後初参加させて頂き、バスタ

新宿発の高速路線バスで茅野 IC を経由し上諏訪や下諏訪の市街地を車窓より眺めながら定

刻やや過ぎて JR 岡谷駅に到着しました。 

午後の半日の間に先ず林さんの案内で、長い紐に五色の短冊を結び付けた御柱祭の飾付

けが残る岡谷の街の神社や酒販業、製糸業等の歴史的な施設を見学し、その後今井さんの

案内で下諏訪の魅力ある路地や外湯、飲食店、観光施設等まちの統一感があり整った景観

の諏訪大社下社秋宮周辺を歩き、最後に本陣・岩波家の座敷から拝見した築山式庭園の雪

景色は圧巻でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そんな密度の高い行程の中で路地のまちのテーマとは若干離れますが豊島屋さんから伺

った燃料特約店の話を短く書きます。 

◆豊島屋歴史資料館◆ 

日本酒「神渡」で知られる豊島屋の資料館は岡

谷郵便局の裏手にあり実際に使われていた帳場が

ある建物の玄関まで、古い石臼を用いた円形の飛

び石が敷地内の長い通路に点々と敷かれ手回し式

の燃料ポンプが屋外展示してあります。 
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館内の陳列棚に昭和丗(30)年日本石油(現

ENEOS)から贈られた横浜製油所拡張工事完成記

念という飾り皿を見つけ偶々興味が湧いてお話を

伺うと、燃料販売店としては日本石油が明治時代

に創立した当初からの取引があり、当時の特約店

で現存するのは全国に十数社しかなく豊島屋はそ

のひとつであるそうです。この話が印象に残って

次に訪問した清酒部で神渡フラグシップブランド

「冥利」の製品が来るのを待つ間に若い社員さん

に雑談で日本石油と豊島屋の歴史話を振ると「私

もついこの間に横浜の精油所に行ってきました」

と仰るのです。意外に思ってどういう用事でいっ

たのか尋ねたところ、広大な精油所の敷地の中に

は ENEOS の学習施設もあり、そこに設置してあ

る「神渡」の自動販売機の具合を検査しに行った

そうです。昔からの縁でもなければ中々無いこと

でしょうとも話されていて、人と人とが繋いで来

た明治より続く両社の長い取引の空気感が伝わっ

てきました。 

 

翌日は堀田さん、高尾さんと上諏訪で高島城や片倉館、下諏訪で未だ見ていなかった下

社春宮と今井さんのお祖母様の今井邦子文学館を見学し、更に足を延ばして上社前宮と上

社本宮を詣で路地のまち一同の健康を祈願し帰路につきました。事務局はじめお世話にな

りました皆様に心より御礼申し上げます。 
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岡谷市から下諏訪町、そして諏訪市。翌日は４社巡り 

７．髙尾 利文 

 

岡谷市は、林さんが良かった。また、豊島屋資料館も良かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下諏訪町は、平成 18 年 10 月に開催された路地サミットの後、平成 19 年 9 月に下諏

訪の中心市街地の視察、平成 22 年 5 月の御柱祭に続いて、４回目であるが、何回来ても

いい。 

なお話題の「飛やじ」は、都市再生モデルを活用して空き店舗対策を行い、10 軒程度

の誘致に成功し空き店舗をなくしたが、その１軒である。店の玄関は、御田町通り側が裏

で、路地側が表である。 
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諏訪市は、まちの仕事をしたくて何回も足を運んだが、無理だった。 

当日の飲み屋の会場となった「いずみ屋」の店頭に、諏訪五蔵の酒瓶が置いてあったの

で記念に写真を撮ってみた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その日はいつものホテル成田屋に泊まり、翌日は、諏訪湖を一周しつつ諏訪大社にお参

りした。なお、『諏訪の旧暦 10 月は、諏訪の神様は出雲に行く必要がないため、神在月と

いう』と地元の方がおっしゃっていたのが興味深かった。 

 

  

国
道

２０
号 

中
央
本
線 

上諏訪駅 

●下社春宮 

●下社秋宮 

●上社前宮 

●上社本宮 

下諏訪町 

岡谷市 

諏訪市 

茅野市 

本⾦● 
麗⼈● 
舞姫● 

●真澄 
 
 
 
 
●横笛 

■いずみ屋 

春宮二之御柱 前宮三之御柱 本宮一之御柱 秋宮一之御柱 
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岡谷の酒「神渡」と下諏訪の路地 

8．木村 晃郁 

 

■岡谷タウン 

岡谷を訪れるのは何年ぶりだろう。かつて、現 UR の

仕事で再開発事業の失敗作の事例を調査するというな

んとも貴重な業務をさせていただいた。その業務中で、

事例の一つとして岡谷の駅前の再開発ビルを調査に来

たのだ。再開発ビルは 1984 年に岡谷駅前第一種市街

地再開発事業として市施行で整備された。当時揶揄され

たいわゆる駅前再開発である。市施行で整備された再開

発ビルは、核テナントとの契約が甘かったり、建物全体

の運営計画がずさんなものが見られ、破綻するものが多

く、岡谷駅前もその一つとなっていた。私が視察したと

きも、既に核テナントが撤退した後で、１階の大きな部

分が空き店舗となっていた。このビルの解体が２０１９

年に決まり、再々開発も否定され、跡地利用も決まって

いないようだ。 

その業務で滞在時間が少なかったのか覚えているの

は、業務の対象である駅前の再開発ビルと駅前商店街で

ある童画館通り、そしてイルフプラザショッピンモール

である。 

 

童画館通りはイルフプラザに併設されているイルフ

童画館に由来している。イルフ童画館は、岡谷市出身の

画家武井武雄氏の作品を展示する美術館であり、武井氏

は「童画」という言葉を作った人であるとのこと。商店

街はタイル舗装され、歩車道の段差も最小限、装飾街路

灯が整備されている。沿道の建物も同系色で統一され、

楕円形の統一看板も設置されている。 

装飾街路灯には童画を彷彿させる切り絵が取り付け

られており、その切り絵は店舗の統一看板にも設置され

ている。なかなかおしゃれな商店街であるが、土曜日の

午後というのにほとんど歩いている人がいない。 

 

岡谷市が製糸業で栄えた街であることを今回の路地

散歩で初めて知ったのである。世界遺産を富岡に持って

行かれてしまったが、一時期は世界一の生産量を誇る製

糸工場があったそうである。 

岡谷駅前再開発ビル 

旧山一林組製糸事務所 

童画館通りの統一看板と装飾街路灯 

童画館通り 
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岡谷にはそうした産業遺産の建物等が残っていて、旧丸十繭倉庫はレコードショップにリ

ノベーションされたり、旧山一林組製糸事務所は、絹工房として絹織物研修・制作に利用さ

れている。旧山一林組製糸事務所の１・２階の広いスペースには機織り機が所狭しと並べら

れていて、その光景は壮観である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧岡谷市役所の建物も保存されていて、産業遺産や歴

史的建造物など観光資源はそこそこ点在しており、名物

のウナギ取り扱い店マップもある。あとは、来訪者を楽

しませる工夫が必要か。 

今回、岡谷をご案内いただいたのは、岡谷の「神渡」

の酒蔵豊島屋がご実家の林美貴さん。社長さんの取り計

らいにより豊島屋資料館を拝観させていただいた。先代

の趣味で収集したものが所狭しと並べられていた。豊島

屋さんの事務所に入って、そろぞれ「神渡」が買ってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

旧丸十繭倉庫 
レコードショップにリノベーション 

旧山一林組製糸事務所の内部、無数の織機が並ぶ様子は壮観 

ガイドする林美貴氏。スケッチブックはいつものスタイル。 

十五社神社 豊島屋資料館とその内部 
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■下諏訪タウン 

下諏訪を訪れるのも二度目である。前回は全国路地サミット２００６in 諏訪の時である。

前回は、初回で観光を中心に回った記憶がある。今回は、今井世話人の案内で、路地を重点

的に歩かせていただいた。今井さんのおばあさまは、アララギ派の歌人の今井邦子氏であり、

この下諏訪出身で旧宅が今井邦子記念館として残されている。今井さんも幼少の時にその旧

宅の階段で遊んだという。 

しかし、今回の岡谷・下諏訪ツアーは本当に冷える。

２０２２年で最も冷えた日である。最高気温が３度予想

で雪もちらつくといっている。背中を丸めながら今井さ

んの後をついて行く。 

まずはゲストハウスにリノベーションされた元旅館

の赤煉瓦塀の路地である。その赤煉瓦塀は素晴らしいが

それ以外は空き地と万年塀と波形塀で、おしい！ 

 

次に向かったのは、菅野温泉（共同湯）を経由して御

湖鶴酒造である。岡谷では豊島屋さんで「神渡」を買い、

下諏訪でも「御湖鶴」を仕込もうという算段である。皆

さん、冷えた体を温めるべく試飲に励んでらっしゃる。

私もと思ったが、試飲スペースが狭く順番は回ってきそ

うにない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

御湖鶴酒造の向かい側、蕎麦屋の脇の「四ツ角駐車場の手

湯（旦過源泉）」の奥に飛び石風の石畳をたどっていくと、

舗装はされているが、道路（通路？）と民地の境界がわから

ない路地になる。 

その中ほどに、「飛やじ」と書かれた小さな袖看板が蔵造

りの建物にかかっている。入り口は半地下になって階段を降

りていく。なかなか、隠れ家的な感じで入ってみたいという

衝動に駆られるが、昼の１５時頃なので当然店は開いていな

い。ネットで検索すると、おばんざいを出す居酒屋のようで

ある。次に機会があったら是非突撃しようと思う。 

 

  

御湖鶴酒造 御湖鶴酒造向かいの手湯 手湯脇の飛び石路地 

ゲストハウスにリノベーションされた旅館の
赤煉瓦塀 

飛やじの路地 
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衣紋坂に出てちょっと魅力的な古道具・アンティークの店

を横目に、案内人の今井さんは巨大な迷路を右に左にと寡黙

に歩いていく。左に急勾配の幅半間程度の路地をやり過ごし、

石畳の路地に出る。 

そこでツアー参加者から、「木村さん大変だあ！ゴールデン街が火事だ！」とスマートフ

ォンの情報を伝えてくれる。「えっ！どこどこ？」「う～ん、あれっ！これ！青春じゃん」、

火事情報をくれた参加者の行きつけの店である。私も、この参加者に誘われて一度訪れたこ

とがある。レコードが山積みになっている店だ。「え～～～、レコードがだめになっちゃう

じゃん」店の心配よりレコードの心配をしてしまった。 

 

しかし、この路地、なぜ石畳なのか謎である。沿道は

低いブロック塀がネットフェンスで、目立った施設もな

く、駐車場が目立つ。その中に、朽ちかけている木造の

門が孤立している。 

そんなことを考えて歩いている内に、「中山道下諏訪

宿 立町」と提灯が下げられたゲートに着く。ここから

が宿場町の風情が色濃く残っているゾーンである。その

傍らにちょっとした広場と蔵風の建物と黒板の建物が

建っている。何かなと覗いたら、子供たちが建物中で何

やら会話中である。黒い建物に「八幡坂高札ひろば お

休み処」と大書きされている。中山道下諏訪宿散策の休

憩スペースであろう。そうこうしているうちに、つい

に！と言うか、やっぱりと言うか、雪がちらつき始めた。

冷え込みはいよいよ強くなってきた。 

 

 

 

  

飛やじ 

ちょっと気になる古道具屋 

石畳の路地 

急勾配の路地 

「中山道下諏訪宿 立町」ゲート 

八幡坂高札ひろば お休み処 
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この立町には、手水風の温泉があちらこちらにもうけ

られている。立て札には「立町通り 源泉掛け流し 諏

訪明神ご神湯 立町まちづくり協議会」と書かれている。

しもすわ今昔館「おいでや」には、足湯が設置されてい

る。いずれも無料である。その向かいには、明治の大火

後に作られた商家が「宿場街道資料館」となって江戸時

代の下諏訪宿の様子や皇女和宮降嫁、和田嶺合戦、赤報

隊に関する資料が展示されている。そうそう、忘れてな

らないのはこの先 T 字路は五街道の中山道と甲州街道

の交点で、甲州街道の終点である。また、中山道で温泉

の出る宿場は下諏訪だけだそうである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雪も段々本気になってきたようだ。町家の格子に

雪が風情を加えている。諏訪大社秋宮そばの新鶴本

店で名物の塩羊羹を買う。土産を一つ買って一安心

である。 

下諏訪に来たのであるから、諏訪の神様にご挨拶

に伺う、黒い鳥居が渋い。何年ぶりであろう。神楽

殿や弊拝殿が雪でけぶっている。弊拝殿の檜皮葺き

の屋根には雪がうっすら積もり始めており、普段見

られない景色を見られた。御利益があったかな。 

  

宿場街道資料館 

突き当たりに洋館風の建物 

中央奥の時計塔のある建物が「おいで
や」 

諏訪明神ご神湯 

町屋格子に松に雪 
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新鶴本店 

諏訪退社秋宮大鳥居 

弊拝殿 

神楽殿 龍が吐く諏訪大社のご神湯 
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参加者の三橋氏の取り計らいで休館中の旧本陣岩波

家を拝観できることになった。三橋氏は、中小企業診断

士などの活動で全国を股にかけて歩いているが、本当に

全国に知り合いがたくさんいる。 

薬医門を入ろうとしてはっとする。玄関へのアプロー

チの庭がよく手入れされており、飛び石が敷かれ、そこ

に雪がさらさらと降っている。門が額縁となり、一幅の

水墨画のようである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

玄関を入り広間に通されて、さらにはっとする。広間は庭に向けて大きく開口部がとられ、

回り縁にガラス戸が回されている。広間の角には隅柱があるが、回り縁の角には隅柱はなく、

庭がダイナミックに広がっている。そして、その庭にしんしんと雪が静かに降り積もってい

る。雪は降り始めたばかりなので、庭木や灯籠などの姿を見られる絶妙なタイミングではな

いかと思う。もう少し降った後だと、雪ばっかりなってしまってなんだかわからないものに

なってしまうのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

岩波家薬医門 

薬医門からのアプローチ 

広間から庭を見る 
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暖房のよく効いた広間で抹茶を供され、諏訪の冷気で

すっかり冷えた体をほぐしほっとする。岩波家ご当主の

解説を聞く。一通りお話を聞いたところで、参加者の視

線が庭に行っていることに気づいたご当主、「寒いです

が、ガラス戸を開けましょうか」と、おっしゃっていた

だき、ガラス戸を全開に。庭の景色がさらにダイナミッ

クに飛び込んでくる。このお庭は、公女和宮も見たとい

う。諏訪明神の御利益がもっとあった！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて路地協恒例の懇親会は、上諏訪まで出て、上諏訪

駅前の「いずみ屋」である。参加者は、お酒と鍋で冷え

切った体を温め、いつも通り飲んで、食べて、笑って、

また飲むのであった。 

「やっぱり飲みに来たんかい」と諏訪明神の声が聞こ

えそうである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うっすら雪化粧の庭 

岩波家当主のお話を聞く 

公女和宮もご宿泊 

下諏訪のマンホール蓋 
やっぱり御柱 

いずみ屋で懇親会 
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